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場h(t)ラ!2(時，'"，fm(t) (三 fワ))を t三toで着目系に掛けた状況を考える。ただし、 tin< to三
tく toutであるく[tinぅ主out]はプロープ場がない場合に着ヨ系が定常状態になっている時間領域)。
プロープ場の数mは任意でよい。
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(i) Proper七iesof Fourier transforms of ever空白usalfunctions (白色 e.g・ぅ [7])
これは、三伊)F~二特設的全性質は何ら含んでいないので、非平欝統計力学として興味がある
情報は含んでいない。これに分類されるのは、国果脅だけから導ける dispersionrelations 
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(この実部と車部をとると、見'慣れた形になる)や、いわゆる Imoment sum rulesJ 3があ
る。それでも前者はときには有現であるが、読者は、たとえばη=1の場合の最低次では、







(i) Universal properties speci五cto三(叫F
これこそが、非平衡統計方学として最も興味がある対象である。それは、必然的に、ミクロ
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典型的な例として、 Aが運動量(もしく辻位量)の lA次の多項式であり、 Eaj(j = 1，-' .n)が
位置(もしくは運動量)の lB 次の多項式である場合を考える。このとき、 84 ・・・ Êa~Â，土佐量
と運動量の [(lB-2)n + lA]次の多項式になる G 持に lB= 1のときは、高次のれになるはど多項
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